
１．ASF等の発生国への渡航を自粛する。

２．農場へ部外者を入れない、不要な物を持ち込まない。

３．人・車両の消毒を徹底する。
★専用衣服・靴の着用、手指の消毒
★農場出入口での車両消毒の徹底、交差汚染の防止

４．野生動物との接触を防止する。
★農場周囲の除草、こぼれ餌の掃除をこまめに行う。
★ネズミ、昆虫の駆除

★畜舎外壁の補修、防鳥ネットの設置等侵入防止対策の実施

５．毎日健康観察を実施し、異常を発見したらすぐに通報する。

千葉県北部家畜保健衛生所
東部・北部家畜防疫獣医師会
〒287-0004 香取市岩ヶ崎台12-1
Tel：0478-54-1291 Fax：54-5996
夜間・休日緊急（転送されます）

(公社)千葉県畜産協会
〒260-0021 千葉市中央区新宿1-2-3

令和３年度第６号（4月）発行

アフリカ豚熱(ASF)は、直近では新たにマレーシアで発生が確認さ
れるなど、日本の周辺国で発生が拡大しています。さらに、輸入時の
検査において肉製品からのASFウイルス遺伝子の検出事例が95件あり、
そのうち４件から感染性のある本病ウイルスが検出されています。ま
た、台湾本島において初めて、海岸に漂着した豚の死体から同ウイル
ス遺伝子が検出されるなど、国内へのASFウイルス侵入リスクは高い
状況です。
豚熱は、昨年9月の群馬県での発生以降、ワクチン接種農場で9件発

生しており、そのうち5件は18日間の短期間で発生しています。ワク
チンのみでは豚熱の発生を抑えることはできませんので、引き続き飼
養衛生管理基準の徹底により万全の発生予防対策をお願いします。

注
意

引き続き、防疫対策の再徹底を！

ゴールデンウィークにおける
防疫対策の徹底について

豚の様子がおかしいなと思ったら…
北部家畜保健衛生所 Tel.0478-54-1291   Fax.0478-54-5996
夜間・休日は転送されますので、必ず5回以上コールしてください



５月１日は一斉消毒の日です！

チェック 番号 項目 内容

□ 1
出入車両
消毒確認

飼料運搬・動物薬販売・診療獣医師など
の出入り車両の消毒を確認。

□ 2
立入者

衣服交換

畜舎等衛生管理区域に立ち入る獣医師
・袋飼料配送業者などの専用衣服への
着替えを確認。

□ 3
消石灰
散布

農場入口や畜舎周囲に消石灰帯を作る。
（野生イノシシ侵入防止対策）

□ 4
踏込み

消毒槽点検
畜舎・事務所入口の踏み込み消毒槽を
点検し、消毒薬を確認。

□ 5 畜舎消毒
空の豚房、通路などを清掃し、動力噴霧
器で洗浄・消毒する。

□ 6 整理・清掃
畜舎周囲の不要品の片付け、除草を行
う。（野生イノシシ侵入防止対策）

□ 7 豚の移動
豚舎間の移動は極力歩かせずケージ等を
使うか、やむを得ない場合十分消毒した
地面を歩かせる。

□ 8
チェック表

送付
このチェック表を家畜保健衛生所に送付
します。

年月日：令和３年５月 日

農場名：

連絡先：北部家畜保健衛生所
Tel.0478-54-1291   Fax.0478-54-5996

FAXをお持ちでない方は電話・郵送でもかまいません


